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施業集約化の促進 

■森林所有者から経営委託を受けた林業事業体（森林組合等）による施業集約化に対する支援 

（Ｈ２４～、Ｈ２４予算 5,800千円） ○森林整備地域活動支援事業

・森林組合が森林所有者から委託を受けて行う森林経営計画の作成や施業集約化のための活動（地元

説明会の開催、森林調査、境界確認等）に対して支援（定額補助）。 

 

（Ｈ２４～、Ｈ２４予算 49,010千円） ○森林環境保全直接支援事業

・森林所有者や森林所有者から委託を受けた森林組合等が行う、森林経営計画に基づく間伐や路網整

備に対して支援（最大 68％の補助）。 

 

地域材の産地形成化 

■計画的な間伐・安定的な木材供給による地域材の産地形成化に対する支援 

（Ｈ２４年４月～） ○林業活動促進地区認定制度

・森林所有者、地元自治会、森林組合、製材事業者等が連携し、森林経営計画に基づく計画的な間伐

や、安定的な木材供給、地元材のブランド化に取組む地区を府が認定、当該地区を重点的に支援。 

⇒認定地区：和泉市全域  今後、南河内地域での認定に向け関係者の合意形成を図っていく。 

 

（Ｈ２４年４月～） ・認定地区における「おおさか材」認証制度の実施

林業活動促進地区内で伐採された木材を、認定事業者が「おおさか材（地元市町村産材）」として証

明する制度を実施、地元材の産地形成化・地域ブランドの確立を目指す。 

⇒和泉市（林業活動促進地区）内産材を認証 

⇒9事業者（製材所）を、「おおさか材」の認定事業者として登録 

 

◇認証材の利用促進 

・市町村に「木材利用基本方針」策定を働きかけるなど、公共建築物等での利用を促進 

⇒和泉市が H24年 9月に策定。また、市内産材を使用した住宅に対する助成事業を今年度から実施 
・長期優良住宅での利用促進 
⇒「地域型住宅ブランド化事業」実施グループとの連携により、対象住宅に認証材を使用 
・認証材を使用した住宅に対する、住宅ローンの金利優遇 

⇒近畿大阪銀行で取扱い開始（H24年 4月～） 

 

 

多様な担い手の育成 

 ○「木の駅プロジェクト」の実施  “Ｃ材で晩酌を”

・未利用間伐材や被害木等を、森林所有者等が地域の集積場所に持込み、企業が買取ってバイオマス

燃料等として利用。 

 

（Ｈ２４～２６、H24予算 8,500千円） ○森林・林業人材育成加速化事業

・大阪府林業労働力確保支援センターが行う、森林施業プランナーや作業道開設の専門技術者の育成

研修等の実施に対して支援（定額補助）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質の確保 

 ■「おおさか材」品質認証制度の検討

・試験研究機関等との連携を視野に、木材の品質・性能の認証を付加する制度の拡充を検討 

⇒建築物の構造材としての利用を拡大 

 

  

新たな森林保全システムの取組状況について 

人工林（用材林）対策 

森林所有者による未利用材等
の共同収集を実施 

森林経営計画の作成 

林業活動促進地区認定制度 

地域の製材事業者等 
＝おおさか材認定事業者

「おおさか材」認証制度 

・認定事業者による「おおさか材」の証明 

・認証材の地産地消の推進 

低質材・未利用材、
端材等 

間伐材共同収集 

地区内の間伐材 

民間事業者が買取・チップ化 

木質バイオマス利用 

人工林 

H25～ に向けた取組み 

木の駅プロジェクト 

産地形成化 

資 料 ２ 
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木材の需要拡大 

（Ｈ２４年８月） ○「大阪府地域産材活用フォーラム」の設立

・川上～川下の関係者がお互いに顔の見える関係を構築し、安定的な木材供給、安全・安心な木造住

宅の提供、消費者への普及啓発など、地域産材の利用拡大に取組む場としてフォーラムを設立 

〔取組み内容〕 

＊大工や工務店の人材を育成するため、木造住宅建築技術の向上に関する研修会を 10月から順次開催。 

＊木材利用事例集を作成中。学校や子育て施設等への普及、宣伝を行っていく。 

今後・・＊木材産地との連携による、安定的な木材供給の仕組みづくりの検討 

＊地域産材 PRイベントの開催や、施工技術者・設計技術者・消費者等に対する相談窓口の設置等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フォーラムの会員】 

〔川下〕・工務店関係  一般社団法人 関西建築業協議会、大阪建設労働組合 
・建築士関係  （社）大阪府建築士事務所協会、（社）大阪府建築士会 
・住宅関係   一般財団法人 大阪住宅センター、特定非営利活動法人 住宅長期保証支援センター 

（社）関西住宅宅地経営協会、独立行政法人住宅金融支援機構 

〔川中〕・木材関係   （社）大阪府木材連合会、大阪木材青年経営者協議会 
・建材流通関係 大阪木材仲買協同組合、大阪木材市場協会 

〔川上〕・素材生産関係 大阪府森林組合 

〔行政〕        大阪府 

 

 

 

 ■住宅エコポイントの導入

・国の事業を活用し、地域材を活用した住宅にポイントを付与し、地域の産物等と交換する取組みの

導入を検討 

 ■子育て施設の内装木質化（1校 1室木質化）

・保育園等の内装木質化を促進するため、木材購入費等に対する支援を検討 

 

 

持続的な里山保全 

 

 ○里山保全活動促進地域認定制度

市街地・集落に近接し、防災等の公益的機能の発揮が求められる里山林で、地域で継続的に保全活 ・

動が行われる地域を府が認定。 

 

（Ｈ２４～ Ｈ２４予算 12,100千円） ○森林防災機能回復・強化事業

・住宅地等が近接し、防災機能の回復強化が特に求められる里山林において、森林整備（竹林の伐採、

整理伐、病害虫被害木の伐採除去、植栽等）や木柵工、管理用歩道等の土砂流出防止対策を府が実

施 

・地域の見回り隊がパトロールや、木柵・管理用歩道の簡易な補

修などの維持管理を実施 

 
〔H24年度計画〕 
現地調査：約５００ha（１箇所当り１０ha程度・５０箇所） 
整  備：約４箇所（１箇所当り１ha程度） 

 
  

 

 

 

■里山保全活動（里山景観再生型）への支援 

・国の事業を活用し、里山保全活動グループが行う活動に要する経費に対する支援を検討 

 

 

里山林対策 

◇木材供給・利用拡大の仕組みづくり（イメージ） 

CO2固定量認証 

木材産地の自治体 

府内の木材流通加工会社・ 

大工・工務店 

ユーザー 

社 大阪府木材連合会 

ふるさと 

クーポン提供 

地域材及びおおさか
材の供給 

住宅等の施工 

地域材及びおおさか材の安定供給 
に関する協定締結 

大阪府 

ふるさとクーポンを活用し、 

木材産地を体感（古民家体験など） 

◇木材利用事例集（イメージ） 

管理用歩道 
イメージ 

Ｈ２５～ に向けた取組み 

Ｈ２５～ に向けた取組み 


